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研究紹介の本⽂： 
我々はこれまで，膜リセプターの細胞内リサイクリングを光で制御する先導的技術を開発し
している（図）．本研究では，開発した技術を展開して，

マウス個体内の細胞膜レセプターの活性を，組織透
過性の⾼い近⾚外光により操作する新たな技術を
開発する．具体的には，（１）マウス肝臓に発現
する細胞膜レセプターの活性をアップコンバージ
ョンナノ粒⼦（LNP）を⽤いて制御する技術，（２）
脳神経細胞に発現する細胞膜レセプターのリサイ
クリングを近⾚外光により操作する技術，を構築
する．膜タンパク質の活性とリサイクリングをマ
ウス個体内で制御する新たな技術を開発し，その
メカニズム解明にむけた先導的なバイオ分析法を
創出する． 
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